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まって， これまで自明であった諸概念が徹底的に問い直されつつある D その点で，現代社会を制度的反省能力の増大
のプロセスとして捉えるアンソニー・ギデンズのモダニティ論は， フーコーやハーパーマスのそれとも接続可能なも
のとして重視されている。
本論文はギデンズのモダニティ論を手がかりにしながら，ともすると国家やエスニシティとの関係で議論されがち
なアイデンティティの問題を，へーゲル以来の「承認をめぐる闘争」の次元で捉え直し，多元的民主主義の理論を構
想したものである。特に重要なものとして，社会理論の再ジェンダー化を手がかりにしつつ，アイデンティティ・ポ
リティクスの多層化を，本質主義対構築主義の不毛な対立を越えて試みていることがあげられる。圏内・国外の理論
的発展に周到に目配りしつつ，理論的対立だけでは見逃されがちな日常生活の微妙な変化のうちに，新たな複数のア
リーナを視野に納めようとする問題意識の展開はみごとである。
以上，本論文は理論の消化の度合い，新たな方向への踏み出し方，概念の撤密さなどに鑑みて，博士(人間科学)
の学位の授与に十分に値すると判定された。
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